添付資料
教　員　個　人　データ

1． 氏名（年齢） ： 勝又　洋子（61歳）
2． 所属・職名 ： 理工学部　理工学科　情報システムデザイン学系　教授
3． 最高学位（取得年） ： 文学修士（1978）
4． 勤務形態 ： 学内兼任
5． 現在の担当教育科目

（１）当該プログラムの担当授業科目

	授業科目名
	学年
	学期
	単位数
	担当教員数

本人を含む

	ドイツ語入門Ⅰ
	1年
	前期
	1
	1

	ドイツ語入門Ⅱ
	1年
	後期
	1
	1

	基礎ドイツ語Ⅰ
	1年
	前期
	1
	1

	基礎ドイツ語Ⅱ
	1年
	後期
	1
	1

	建築とアートワーク論
	3年
	前期
	2
	1

	卒業研究Ⅰ
	4年
	前期
	3
	15

	卒業研究Ⅱ
	4年
	後期
	3
	15


（２）当該プログラム以外の担当授業科目

	授業科目名
	学年
	学期
	単位数
	担当教員数

本人を含む

	社会とコミュニケーション
	他学科

3年
	後期
	2
	1

	空間演出デザイン論
	他学科

2年
	前期
	2
	1

	文化政策比較論
	他学科

3年
	前期
	2
	1

	身体文化論
	他学科

3年
	後期
	2
	1


6． 授業担当者としての適性

科目名1：ドイツ語入門Ⅰ

・当該科目に関する教育経験を有する。また，ドイツ文学に関する研究実績や著書を有する。
科目名2：ドイツ語入門Ⅱ

・当該科目に関する教育経験を有する。また，ドイツ文学に関する研究実績や著書を有する。
科目名3：基礎ドイツ語Ⅰ

・当該科目に関する教育経験を有する。また，ドイツ文学に関する研究実績や著書を有する。

科目名4：基礎ドイツ語Ⅱ

・当該科目に関する教育経験を有する。また，ドイツ文学に関する研究実績や著書を有する。
科目名5：建築とアートワーク論

・当該科目に関する教育経験や研究実績，論文，著書を有する。

科目名6：卒業研究Ⅰ

・主たる卒業研究テーマはアートデザイン的発想による都市空間に関するものであり，専門分野の研究である。
科目名7：卒業研究Ⅱ

・主たる卒業研究テーマはアートデザイン的発想による都市空間に関するものであり，専門分野の研究である。

　　

7． これまでの教育改善への取り組み，教育に関する研鑽，教育関係の学会活動など

教育活動：ワークショップ，公開講座，美術館などでの作品展示多数。

所属学会：日本独文学会，社会思想史学会，感性工学会，日本ペンクラブ，日本文芸家協会

　　　学協会活動：上記学会等で数多くの委員を歴任
8． 職業経験年数：
	業　種
	経験年数

	企業
	0年

	公共団体
	0年

	研究機関
	0年

	他大学等の教育機関
	　　　　　　15.0年

	現在の大学
	20.0年

	合計
	35.0年


9． 実務経験（実務経験のある場合のみ記入）：
	業　種
	主な職務内容
	経験年数

	なし
	
	年


10． 技術者資格の有無と有の場合にはその種類と取得年（西暦） ：

なし

　

11． 活動状況

教 育　：　　　60％

研 究　：　　　30％

その他※　：　　10％

※　主として高等教育機関の管理・運営活動や社会的活動がこれに当たる。

12． その他，アピールしたい特記事項など

特になし

添付資料
教　員　個　人　データ

1． 氏名（年齢） ： 石塚　正英（59歳）
2． 所属・職名 ： 理工学部　理工学科　情報システムデザイン学系　教授
3． 最高学位（取得年） ：文学博士（2001）
4． 勤務形態 ： 学内兼任
5． 現在の担当教育科目

（１）当該プログラムの担当授業科目

	授業科目名
	学年
	学期
	単位数
	担当教員数

本人を含む

	技術者倫理
	1年
	前・後期
	2
	1

	感性文化論
	1年
	後期
	2
	1

	仕事と職業
	2年
	後期
	2
	2

	卒業研究Ⅰ
	4年
	前期
	3
	15

	卒業研究Ⅱ
	4年
	後期
	3
	15


（２）当該プログラム以外の担当授業科目

	授業科目名
	学年
	学期
	単位数
	担当教員数

本人を含む

	メディアの法と倫理
	他学科

1年
	後期
	2
	1

	記号図像の社会史
	他学科

2年
	後期
	2
	1

	ヒューマン・インターフェイス
	他大学院

前期課程

1年
	前期
	2
	1


6． 授業担当者としての適性

科目名1：技術者倫理

・当該科目に関する教育経験を有する。また，倫理に関する研究実績や著書を有する。

科目名2：感性文化論

・当該科目に関する教育経験を有する。また，文化論に関する研究実績や著書を有する。
科目名3：仕事と職業
・当該科目に関する教育経験や研究実績を有する。

科目名4：卒業研究Ⅰ

・主たる卒業研究テーマは感性哲学や感性文化学に関するものであり，専門分野の研究である。
科目名5：卒業研究Ⅱ

・主たる卒業研究テーマは感性哲学や感性文化学に関するものであり，専門分野の研究である。

　　

7． これまでの教育改善への取り組み，教育に関する研鑽，教育関係の学会活動など

教育活動：専修大学，明治大学，関東学院大学において非常勤講師

所属学会：日本歴史学協会，社会思想史学会，国際フォイエルバッハ協会

　　　学協会活動：社会思想史学会常任理事（1995～）
8． 職業経験年数：
	業　種
	経験年数

	企業
	0年

	公共団体
	1.0年

	研究機関
	0年

	他大学等の教育機関
	17.0年

	現在の大学
	19.0年

	合計
	27.0年


9． 実務経験（実務経験のある場合のみ記入）：
	業　種
	主な職務内容
	経験年数

	なし
	
	年


10． 技術者資格の有無と有の場合にはその種類と取得年（西暦） ：

なし

　

11． 活動状況

教 育　：　　　50％

研 究　：　　　40％

その他※　：　　10％

※　主として高等教育機関の管理・運営活動や社会的活動がこれに当たる。

12． その他，アピールしたい特記事項など

特になし

添付資料
教　員　個　人　データ

1． 氏名（年齢） ： 松平　圭一（43歳）
2． 所属・職名 ： 理工学部　共通教育群　准教授
3． 最高学位（取得年） ：博士（文学）（2000）
4． 勤務形態 ： 学内兼任
5． 現在の担当教育科目

（１）当該プログラムの担当授業科目

	授業科目名
	学年
	学期
	単位数
	担当教員数

本人を含む

	英語ⅠA
	1年
	前期
	1
	1

	英語ⅠA
	1年
	後期
	1
	1

	英語ⅠB
	1年
	前期
	1
	1

	英語ⅠB
	1年
	後期
	1
	1

	英語ⅢA
	2年
	前期
	1
	1

	英語ⅢB
	2年
	後期
	1
	1

	ランドスケープデザイン
	2年
	前期
	2
	1

	卒業研究Ⅰ
	4年
	前期
	3
	15

	卒業研究Ⅱ
	4年
	後期
	3
	15


（２）当該プログラム以外の担当授業科目

	授業科目名
	学年
	学期
	単位数
	担当教員数

本人を含む

	ランドスケープ特論
	大学院

前期課程
	後期
	2
	1


6． 授業担当者としての適性

科目名1：ランドスケープデザイン
・上記最高学位博士（文学）は庭園史（18世紀イギリス式ランドスケープガーデン）の研究によって取得した。

・オックスフォード大学ベイリオルカレッジ、ホーリーウエルマナーにおいてSenior Research Associateとして上記分野についての研究経歴を有する。

・『イギリス式庭園文化』、A Collection of Books on the English Landscape Garden（庭の文化史-英国式庭園文献集成）等English Landscape Gardenに関連する庭園史・庭園文化史ついての単著、及び全集（編集解説）を有する。
・社会活動として　庭園史および庭園文化史に関して、埼玉県後援彩の国コンソーシアム、専門学校町田ひろ子アカデミー東京校、本学大学院で講演および公開講座を担当した実績を有する。
科目名2：卒業研究Ⅰ 
・大学在職中の業務において，庭園文化史に関する研究経歴を有する。
科目名3：卒業研究Ⅱ
・大学在職中の業務において，庭園文化史に関する研究経歴を有する。
　　
7． これまでの教育改善への取り組み，教育に関する研鑽，教育関係の学会活動など

　　　　教育活動：学内理工学部改編委員会（2005～2006）

学内教学委員会（2006）
学内自己点検評価委員会（2007～2008）
学内組織改善委員会（2008～）

8． 職業経験年数：
	業　種
	経験年数

	企業
	0年

	公共団体
	0年

	研究機関
	1.0年

	他大学等の教育機関
	12.0年

	現在の大学
	7.0年

	合計
	20.0年


9． 実務経験（実務経験のある場合のみ記入）：
	業　種
	主な職務内容
	経験年数

	なし
	
	年


10． 技術者資格の有無と有の場合にはその種類と取得年（西暦） ：

なし
　　

11． 活動状況

教 育　：　　　40％

研 究　：　　　40％

その他※　：　　20％

· 主として高等教育機関の管理・運営活動や社会的活動がこれに当たる。

12． その他，アピールしたい特記事項など

Senior Research Associate of Holywell Manor, Balliol College, Oxford University （2006～2007）
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